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1. 成田・羽田両ハブ空港の位置づけ

【羽田空港】
都心部至近距離
国内線ﾈｯﾄﾜｰｸ
24時間空港

【成田空港】
ｽﾀｰｱﾗｲｱﾝｽの活用
国際線ﾈｯﾄﾜｰｸ
柔軟な発着枠

ダイヤ

ターゲット

ビジネス顧客利便性確保

首都圏需要
内際接続需要

アジア＝北米乗継接続確保

グローバル需要（訪日･三国間）

首都圏需要

差別化戦略でビジネス需要獲得

〈羽田ハブ〉〈成田ハブ〉

アジアの成長の取り込み
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1. 成田発着国際旅客便

① 成田＝ヒューストン線（6月より開設） 7往復/週
② 成田＝クアラルンプール線（9月より開設） 7往復/週
③ 成田＝シンガポール線（6月より増便） 7往復/週 → 14往復/週
④ 成田＝ホノルル線（7月より増便） 7往復/週 → 14往復/週
⑤ 成田＝バンコク線（8月より増便） 7往復/週 → 14往復/週

成田発着の国際旅客便は2015年度サマーダイヤより、35便/週（5便/日）増
便致します。

2. 成田発着国際貨物便

① 成田＝広州線（3月より増便） 1往復/週
※ 成田－広州－沖縄の6往復/週は継続運航
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2. 2015年度 成田発着便計画（サマー期間）
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3. 安全への取り組み

 ANAグループにとって安全は経営の基盤であり、業種・ブランドにかかわらずグループすべての事業に
おいて守るべき絶対的な使命です。中でも安全運航は、さまざまな職種が互いに連携して支えており、
相互の理解と信頼が特に重要です。そのため、ANAグループ社員共通の誓いである「安全理念」と「安
全行動指針」はグループすべての職場で掲げられ、日々の業務の中で強く意識されるとともに、社員一
人ひとりの行動の拠りどころとなっています。

 ANAグループの全社員が経営理念・ビジョンの達成に向け、持つべき心構えや、取るべき行動を表した
グループ行動指針（ANA’s Way）においても、「安全」を最重要項目としております。
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 ANAグループが保有する全機材は、ICAO（国際民間航空
機関）騒音基準のうち、最も厳しいチャプター4に適合し
ております。

 最新鋭機ボーイング787型機は、エンジンのシェブロン（
ギザギザ）形ノズルや新素材等の最新技術を積極的に採用
し、格段の騒音低減を実現しております。

 地上に与える騒音影響を少なくす
るため、種々の飛行方式を工夫し
ております。

4. 騒音問題への取り組み
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